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ケーススタディ

設計の効率化を達成
3DEXPERIENCEプラットフォームにより、配管やHVACなど、10以上の専⾨分野を組み合わせて、前例のない設
計の効率化を達成。

  60%    30%
  施⼯ミスの低減   建設スケジュールの短縮 

中国の中南建築設計院（CSADI社）は、3DEXPERIENCEプラットフォーム
を採⽤して、Building Design for FabricationおよびIntegrated Built Environmentにより、
武漢市の次世代気象レーダー観測所の建設をシミュレーションする、
コンストラクション・バーチャル・ツインを活⽤しています。



スマート・コンストラクションによる遠⼤な気象観測所
⽣産性が課題である建築・建設業界において、イノベーションと効
率のバランスを調整することは容易ではありません。しかし、この業
界は今、デジタル環境に⼀歩踏み出し、建物の設計および建設
を⾒直しています。建築・建設企業が、ビルディング・インフォメーシ
ョン・モデリング（BIM）の枠組みを超えて、バーチャル・ツインによ
り、エンジニアリングおよび建設ノウハウを構想段階で組み込み、
⼈、データ、ワークフローをシームレスに結び付けています。

その⼀例が、武漢の次世代気象レーダー観測所を設計および開
発した中南建築設計院（CSADI社）です。気象災害監視ネッ
トワークにおいて重要な役割を果たす、ツイン・タワーの気象観測所
の設計および建設において、CSADI社はバリュー・チェーンのすべて
の分野を⼀元化して、実際の着⼯前に、設計と施⼯の精度を⾼
める、バーチャル・ツインによる⾼度な技術を使⽤して、同社のビジ
ョンを実現しています。CSADI社による、この野⼼な取り組みは、
中国におけるスマート・コンストラクション採⽤の拡⼤に⽀えられてい
ます。

Li Ting⽒（CSADI社会⻑）は、次のように述べています。「都市
建設におけるすべての要素を管理する、⾼度な技術企業へのトラ
ンスフォーメーションが当社のビジョンです。近年、中国の建築・建
設業界は、EPC（設計、調達、建設）のコンセプトを⽀持してお
り、⼀連の政策がこのコンセプトを推進しています。EPCでは、設計
に基づいてゼネコンがすべての専⾨分野を統合します。建材製品
とプロセスの設計を組み合わせることで、これまで断⽚化されていた
プロジェクト管理の真の統合が図られます」

CSADI社は、コネクトされたのスマート・コンストラクションのビジョン
を実現する、3DEXPERIENCEプラットフォームに信頼を寄せていま
す。

Li Ting⽒は、次のように述べています。「プロジェクトを成功させる
には最⾼のツールが必要です。そのため、ダッソー・システムズとの連
携および3DEXPERIENCEプラットフォームを重視しています。このプ
ラットフォームをテストするパイロット・プロジェクトとして、武漢の次世
代気象レーダー観測所は最適でした。これにより、構造、給⽔、空
調、電気コストおよび地盤⼯学に対応する、すべての専⾨分野を
バーチャル・ツインに取り込み、真の連携的な設計を達成できること
を確認しています」

3Dの透明性とスピード
ン全体にわたってすべての関係者を単⼀の環境内で結び付け、すべての
要件を考慮しながら、情報が途絶えないようにすることが、このような多
⾯的なプロジェクトを成功させるために重要です。

Li Ting⽒は、次のように述べています。「例えば、基本的に同じ3Dモデル
を維持しながら、⾮常に複雑な詳細をゼネコンと正確に共有しています。
各専⾨分野のすべての関係者が同じモデルに取り組み、ライフサイクル
全体にわたって単⼀のモデルに基づいた初めてのプロジェクトでした」

Zhang Shen博⼠（CSADI社、エンジニアリング・デジタルR＆Dセンター・
ディレクター）は、このデータ・フローの連続性がもたらすメリットを次のように
説明しています。「当社の主な⽬標は、3DEXPERIENCEプラットフォーム
を使⽤してデータ主導型の開発と単⼀のデータ・ソースによる作業を達成
することです。これにより、設計、建設、運⽤、保守間でデータを効率的
に結び付けて、各段階で実⾏されていることを正確に把握できます」

2D図⾯からデジタル3Dモデルへのシフトが、CSADI社に変⾰をもたらして
います。

Li Ting⽒は、次のように述べています「3DEXPERIENCEプラットフォーム
は、当社の固定概念を変⾰する、⼤きなきっかけとなっています。以前は
2D CADを使⽤しており、サイロ化された作業環境で各分野が独⾃の図
⾯を作成していました。このため設計ミスや不適切な優先順位付けが頻
繁に発⽣していましたが、リアルタイム・コラボレーションにより、このような問
題を解消しています」

同社の設計者は、武漢の次世代気象レーダー観測所のフォトリアリステ
ィックな画像を着⼯前に施主と共有しています。

Yang Hao⽒（CSADI社、エンジニア）は、次のように説明しています。
「3DEXCITE を使⽤して、気象観測所の内装を設計しました。グラフィッ
ク出⼒に基づいて資材を選択して、完成後の構造物の外観を顧客に明
確に説明するために役⽴てています」

3DEXPERIENCEプラットフォームは、プロジェクト管理の合理化にも役⽴
っています。適切なタスクを適時にすべての関係者に割り当て、必要な機
能へのロールベースのアクセスを提供できます。

Yang Hao⽒は、次のように述べています。「3DEXPERIENCEプラットフォ
ームでENOVIA を使⽤して、給⽔/配管やHVACなど10以上の専⾨分
野を組合わせて、各担当者に対して個別にアクセスを許可しています。プ
ロジェクト・マネージャがプロセス全体をさらに明確にして、タスクを各分野
のリーダーに割り当てています」

この合理的かつ透明性の⾼いアプローチにより、CSADI社はミスを減らし、
建設段階を以前よりもはるかに早期に完了しています。

Zhang Shenは、次のように述べています。「前例のない設計効率を達成
しています。モデルへの各⾃の更新をすべての関係者が同時に確認でき
るため、設計効率がおよそ30%向上しています。設計と施⼯計画を同じ
モデルを使って⼀元化することで、建設会社による誤った解釈や憶測によ
る作業を避け、建設プロセスで⽣じるミスをおよそ60%減らしています。こ
れにより、建設スケジュール全体をおよそ30%短縮しています」

CSADI社は、3DEXPERIENCEプラットフォームの3DEXCITEによ
るフォトリアリスティックなグラフィックスを使⽤して、着⼯前に武
漢の次世代気象レーダー観測所の完成イメージの可視化をサ
ポートしています。



“3DEXPERIENCE プラットフォームを使⽤する
主な⽬的は、データ主導型の開発と単⼀デ
ータ・ソースからの作業を実現することです。こ
れにより、設計、建設、運⽤、保守の間でデ
ータを効果的に接続できるため、あらゆる段
階で何が起きているかを正確に把握できま
す。”　— Zhang Shen 博⼠
CSADI 社、エンジニアリング・デジタル R&D センタ
ー担当ディレクター

建設の難易度およびコストを低減
武漢の次世代気象レーダー観測所は、通常とは異なるタワー形状
です。このツイン・タワーの外側のファサードには螺旋形状が採⽤さ
れています。ｊｊこの⾼度な設計は、3DEXPERIENCEプラットフ
ォームのCATIAによる、デジタル処理によって最適化されています。
これにより、建物の完璧な回転⾓度を特定し、1,000以上のガラ
ス繊維強化コンクリート外壁パネルの形状と⼨法を正確に計算し
て、建設の難易度とコストを低減しています。

ZHANG SHEN⽒は、次のように述べています。「武漢の次世代
気象レーダー観測所のプロジェクトでは、双曲線による⾮常に複雑
なツイン・タワー形状が採⽤されています。CATIAにより、建物の螺
旋形状に最適な18°の⾓度を特定できました」

このような複雑な設計では、正確な3Dモデルにより、完成後の外
観を建設会社に明確に説明することが⾮常に有益であり、価値
をもたらします。CSADI社は、建築、構造、機械、電気、配管、
ファサードのエンジニアリングに対応するすべての専⾨分野に対し
て、CATIAを使⽤して詳細なパラメトリック・モデルを作成していま
す。これにより、ジェネレーティブ構成と派⽣モデルの管理をサポート
しています。

ZHANG SHEN⽒は次のように述べています。「当社は、建設会
社と連携して、設計を微調整できるモデルにより、鉄筋、鉄⾻構
造、ファサード、施⼯⼿順のモデルを⼀元化された⽅法で組み込
こんでいます。「これにより、施⼯⽅法を明確に説明することができ
ました」

3DEXPERIENCEプラットフォームのCATIAによる、⾼度なタワー設計、デ
ジタル処理による最適化、建物の螺旋形状に最適な18°の⾓度特
定。

着⼯前のシミュレーション
気候観測所の設計精度を⾼めて、仮想環境で建設をシミュレーシ
ョンすることで、施⼯段階で⽣じる未確認要素が排除されていま
す。これにより、CSADI社は⼯期を短縮およびコストを節約してい
ます。

Zhang Shen⽒は、次のように述べています。「DELMIAにより、バ
ーチャル・ツインを作成して、建設プロセスと⾃動化設備をシミュレー
ションしています。これにより、着⼯前にすべてをテストおよび検証お
よびすべての作業指⽰を明確にして、プロセスのフールプルーフを確
認しています」

これらのシミュレーションは、施⼯中の作業員の安全確保にも重要
な役割を果たします。

Yang Hao⽒は、次のように説明しています。「ファサードのコンポー
ネントを吊り上げて設置する順序をシミュレーションしています。これ
により、プラットフォームを吊り下げる位置、障害物、⾵による影響
の計算など、具体的なシナリオを考慮して、作業員による安全な
ファサード設置に最適な条件を特定できました」

CSADI社は、ファサード・パネルを設置する作業員の安全条件
など、さまざまなテストのシミュレーションに3DEXPERIENCEプラッ
トフォームを使⽤しています。

3DEXPERIENCEプラットフォームにより、建設現場にお
いて複数の関係者と即時に連携できます。



EMEA 本社
Dassault Systèmes
10, rue Marcel Dassault
CS 40501
78946 Vélizy-Villacoublay Cedex
France

アメリカ本社
Dassault Systèmes
175 Wyman Street
Waltham, Massachusetts
02451-1223
USA

⽇本法⼈
ダッソー・システムズ株式会社
〒 141-6020
東京都品川区⼤崎 2-1-1
ThinkPark Tower

スマートなデータ管理
CSADI社は、スマート・コンストラクション⼿法を取り⼊れる⼀⽅で、作
成される膨⼤な量のデータを管理する⽅法を⾒い出す必要がありまし
た。CSADI社は、3DEXPERIENCEプラットフォームでENOVIAを使⽤し
て、すべてのデータおよびナレッジのテンプレートを保存しています。

Li Ting⽒は、次のように述べています。「2Dエンジニアリング図⾯か
ら3Dデジタル・モデルへの移⾏には、多くの作業が伴います。3Dモ
デルに組み込んで明確に可視化する必要がある、⼨法、資材、コ
スト、プロセスなどの情報は膨⼤な量に上ります。これに対応するた
め、3DEXPERIENCEプラットフォームでコンストラクション・バーチャル・ツ
インの独⾃のモデルベース定義を作成しました。これにより、デジタル建
設への移⾏を⼤きく加速させています」

Yang Hao⽒は、次のように補⾜しています。「3DEXPERIENCEプラッ
トフォームにより、⼤量のナレッジをすでに蓄積しており、テンプレート・ラ
イブラリも増え続けているため、新しいプロジェクトをより迅速に⽴ち上
げることができます」

すべての建設関連データを管理して明解なダッシュボードで表⽰できる
NETVIBESもCSADI社にメリットをもたらしています。

Zhang Shen⽒は、次のように述べています。「NETVIBESにより、建
設プロセス、建設進捗管理、建設品質管理データを組み合わせて効
率的に調整しています。建設会社が必要なすべてのデータを3Dモデル
のコンテキストで取り込むことができるため、スマート・コンストラクション・
プロセスを開発し続けている当社にとって、今後⼤いに役⽴ちます」

3DEXPERIENCEプラットフォームへの取り組み
CSADI社にとって、これは始まりに過ぎません。同社は現在、その他の
プロジェクトへの3DEXPERIENCEプラットフォームの利⽤や、プラットフ
ォームがもたらす技術により、さらに⾼いレベルの効率を達成する業界
標準の開発を検討しています。

Zhang Shen⽒は、次のように述べています。「今後は、同じ3Dデー
タ・モデルを使⽤して、最終的にはプリファブ⼯場の機械⾃動化を推
進したいと考えています。これにより、⼤きな変⾰が建設業界全体に
もたらされます」

同社は将来を⾒据えながら、3DEXPERIENCEプラットフォームによる、
スマート・コンストラクションの機能強化を計画しています。

Li Ting⽒は、次のように結論付けています。「ダッソー・システムズとの
連携により、当社は⼤きな進歩を遂げています。CSADIは今、このデ
ジタル化の機会を捉えて、業界のリーダーを⽬指さなければなりませ
ん。ダッソー・システムズの⽀援により、当社は⾃⼰改⾰を果たし、従
来のエンジニアリング・コンサルタント会社か⾼度な技術をもつEPC企
業への変⾰を遂げています」
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ダッソー・システムズは3DEXPERIENCEカンパニーとして、⼈々の進歩を促す役割を担います。当社は持続可能
なイノベーションの実現に向けて、企業や⼈々が利⽤する3Dのバーチャルコラボレーション環境を提供しています。
ダッソー・システムズは3DEXPERIENCEカンパニーとして⼈類の進歩を促す役割を担い、企業や個⼈のお客様に対して、持続可能なイノベー
ションを実現するためのバーチャルコラボレーション環境を提供しています。当社のお客様は、3DEXPERIENCEプラットフォームとアプリケーショ
ンを⽤いて現実世界のバーチャルツイン・エクスペリエンスを⽣み出すことで、製品やサービスの創出、製造、ライフサイクルマネジメントのプロセ
スを再定義できるので、世界をより持続可能にするために意義のある影響をもたらすことができます。また、ダッソー・システムズはお客様と共
に、消費者や患者、市⺠など全ての⼈々のために、⼈間中⼼の経済活動であるエクスペリエンス・エコノミーを推進しています。ダッソー・シス
テムズは150ヵ国以上、あらゆる規模、業種の30万を超えるお客様に価値を提供しています。

CSADI社（中南建築設計院）について
1952年に創⽴された同社は、中国で最も早く設⽴された
総合建築設計機関の1つであり、「中国の調査設計企業
トップ100社」および「中国の近代建築設計100社」に選
出されています。同社は、建設プロジェクトの全体的なプロ
セス技術および管理サービスの提供に特化しています（建
築設計、都市計画、公共エンジニアリング、BIM設計およ
びコンサルティング、環境保全技術設計、プロジェクト管
理、⼀括請負など）。



Our 3DEXPERIENCE® platform powers our brand applications, serving 12 industries, and provides a 
rich portfolio of industry solution experiences.
Dassault Systèmes is a catalyst for human progress. We provide business and people with collaborative virtual environments to imagine 
sustainable innovations. By creating virtual twin experiences of the real world with our 3DEXPERIENCE platform and applications, our customers 
can redefine the creation, production and life-cycle-management processes of their offer and thus have a meaningful impact to make the world 
more sustainable. The beauty of the Experience Economy is that it is a human-centered economy for the benefit of all – consumers, patients 
and citizens. Dassault Systèmes brings value to more than 300,000 customers of all sizes, in all industries, in more than 150 countries. For more 
information, visit www.3ds.com.
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Europe/Middle East/Africa
Dassault Systèmes
10, rue Marcel Dassault
CS 40501
78946 Vélizy-Villacoublay Cedex
France

Americas
Dassault Systèmes
175 Wyman Street
Waltham, Massachusetts
02451-1223
USA

Asia-Pacifi c
Dassault Systèmes
17F, Foxconn Building,
No. 1366, Lujiazui Ring Road
Pilot Free Trade Zone, Shanghai 200120
China

VAR Logo
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Focus on [Customer]
Leading agricultural equipment manufacturer.

Products:  Combines, forage harvesters, balers and tractors, 
and fi eld harvesting machinery.

Employees: 11,000

Revenue: € 3,84 billion in 2017

Headquarters: Harsewinkel, Germany

For more information
www.claas-group.com
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